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私たち新4回生・新3回生の8人は入学式に「在校生代表歓迎の言葉」を贈り
手として参画しました。「歓迎の言葉」は在校生が企画進行します。新入生
に何を伝えたいのかを第一に、パフォーマンスをどう取り入れるのか試行
を重ねたり、団体に協力を仰いだり、私たちで案を出し合いながら形を
作っていきました。入学式当日には新たな気持ちで臨む新入生を前に堂々
と歓迎の言葉を贈ることが出来、安堵しています。
「歓迎の言葉」の活動を終えて、午前の部を担当した一人、教育学部学校教
育専攻3回生の前川美月さんは「私がこの『歓迎の言葉』の場に立つ機会を
与えて頂いたのは学生課の方から声をかけて貰ったのが始まりで、本当に
偶然のことでした。企画が動き出した最初の頃は集まりも悪く、台本の原稿
も中々進まなくて「本当に大丈夫かな？間に合うのかな？」と不安が強かっ
たです。その後はみんなで集まる機会を多く作り、意見も交わしながらより
良いものを作ろう！という気持ちが出てきました。また、原稿を作る時は何
度も話をして私の想いを組み込んでいただきました。歓迎の言葉を終えて
新しい人脈、原稿を一から作り上げた充実感、舞台上での緊張感、普段で
は経験出来ないことが出来たと思います。来年もそのような機会を得られ
たらぜひ参画したいです。実現できなかったフラッシュ・モブとか…。新し
いアイデアでこの大学だけの入学式、新入生が楽しかった！と言ってもらえ
るような入学式を今後も学生達で作っていけたらと思います。」
同じく午前の部を担当した教育学部幼児教育専攻4回生の中野真智さん
は「限られた時間をどのように構成するのかを考えるのは大変でした。私た
ちが新入生に伝えたい想いは何か、大阪大谷大学の魅力はどこにあるの
かを軸に台本や流れを構成していきました。」
午後の部を担当した一人、人間社会学部スポーツ健康学科4回生山田翔汰
さんは「2月頃から約2か月という時間で当日どのようなことを新入生に話
すのか、また、内容に合わせてどの団体に協力を請うのかなど話し合いま
した。苦労したことはやはり内容です。新入生がどんなことを先輩から聞け
ば安心できるのか、大学生活に意気込みをもってもらえるのかがなかなか

明確になりませんでした。しかしこの活動に集まった学生は一人ひとりが
『新入生を歓迎する』という思いをしっかりもっていたからこそ、失敗をして
もめげることなく切り換えて何度でも挑戦することが出来たのだと感じま
す。この活動を通して他学部・他学年の学生との関わりを持ち、つながれた
こと。またこれを点とし、これっきりの活動として終わるのではなくこれから
の自分の将来・他の活動につなげる、つまり線と捉えて活動していくことが
必要だと考えることが出来た非常に良い経験でした。
今回、参画した8名それぞれが、懸命に試行錯誤し、そしてやり遂げた達成
感は、今後の学生生活やその先の人生に必ず役に立つ素晴らしい経験で
す。100%の完成はありません。でもその時のベストを尽くし、100％全力を
注ぎ、そして次はもっとこうしよう、次はこんな企画をしてみたい…など人
間として大きく成長できることこそが学生有志活動の魅力であり意義では
ないでしょうか。
新入生の皆さんも是非、活動に参加してください。きっと普段は経験できな
い充実したキャンパスライフが送れると思います。私達と一緒に大阪大谷
大学流を創ってみませんか。

有
志
学
生
た
ち
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れ
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れ
の
想
い
。

大
阪
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谷
大
学
ら
し
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世
界
に一つ
だ
け
の
入
学
式
を
創
り
あ
げ
る
！

4月2日（土）午前午後と2部に分かれて挙行された入学式。
桜の花びらが舞い降りる真っ青な空の下、大学へ続く坂道を夢と希望
に満ち溢れ、晴れ晴れとした表情で歩みを進めて行く新入生。反面これ
から始まる大学生活に緊張と不安な気持ちが表情に現れているように
見受けられました。しかし、真っ青な空が新入生の未来を祝うかのよう
に広がっていました。
新入生は、在学生の歓迎を受けながら、入学式がおこなわれる体育
館に向かって一歩づつ歩みを進め、体育館に足を踏み入れると、まる
で新入生の気持ちを落ち着かせるかのように弦楽器が奏でる優雅な
音色が館内に響きわたりました。
弦楽器の音色が終わると、礼拝が始まり厳かに入学式が開始され、尾
山学長から「何を学び、何を経験しどのように過ごすかが将来に大きく
左右される」と、真剣な表情な新入生にお話しをされました。続いて理
事長からお祝いの言葉があり、予定されていた次第は続き、入学式は
閉会しました。その後、在学生から歓迎の言葉がおこなわれ、新入生た
ちは心を和ませていました。

やり遂げた達成感の中に残る
「もっとできた」という想い。私たちは日々成長し続ける。「在校生代表歓迎の言葉」に参画した学生

［文学部］服部 晃典
［教育学部］天良 祥子・野田 千尋・中野 真智・前川 美月
［人間社会学部］山田 翔汰・西村　青
［薬学部］西谷　尚
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活動報告

平28年3月4日（金）から3月6日（日）に東京都渋谷区にある国立オリンピック記念青
少年センターで行われた「第4回学生ボランティアと支援者が集う全国研究交流集
会」に参加しました。本学から文化会・体育会・大学祭実行委員会・Team Y.A.O.の
それぞれの代表10名が参加しました。参加した目的は、「ボランティア」についての
理解を深めて大学の活性化を図ることを目的にして挑みました。この交流会へ参加
するために3度の模擬分科会を行い、ボランティアについて考える意識を高め話し
合いを重ねました。さらに、この3日間の行動をスムーズに行うためにスケジュール
を考えたり、しおりを作成したりと企画・運営も行いました。このような準備を徐々に
行い、当日の3日間を迎えました。

3月4日（金）の1日目は、午後から「開会行事」として、オープニングシンポジウム
「したいが見つかる、できるが広がる～あなたのスタートはなんでしたか？」を
テーマに学生のシンポジウムを鑑賞しました。壇上では、同じ大学生とは思えな
いような大学生の意見交換や考えの発表が行われ、ただただ圧倒されるセッ
ションを見ました。夜は、参加者交流としていろいろレクリエーションを行い、大
学生同士の輪を作りました。

第4回学生ボランティアと支援者が集う全国研究交流集会

学生ボランティアフォーラム

未来への旅立ち、スタートはここから!

3/19土

2016年

2015年度 卒業式

Activity report

3/4 ・5 ・6
2016年

金 土 日

平成28年3月19日（土）平成27年度卒業式（学部卒業生570名・大
学院1名・専攻科2名）が挙行された。10時から人間社会学部・薬学
部、14時から文学部・教育学部・教育福祉学部・大学院・専攻科の
卒業式が行われ、生憎の曇り空であったが、卒業生は4月から社会
人として飛立つ者、または、大学院、専攻科で勉強を続ける者、色々
な道に進んでいくが、本学の建学の精神である報恩感謝を忘れず
に頑張っていこうと誓いあっていた。

3月5日（土）の2日目は、分科会が行われ、本学学生は、9つある分科会から今自
分たちが何を学ばなければならないかを考えて第1分科会「地域×じぶん～課
題を魅力に変える力」・第8分科会「〞つなぎたい”と思ったあなたへ～いただき！
ボランティアコーディネーターのいろは」・第9分科会「僕らが動けば世界が変わ
る～東京オリンピック・パラリンピックに向けて私たちができること」の3つの分
科会を選び分かれて参加しました。この分科会では、ボランティアに携わる職業
の方からの講演を聴いたり、班に分かれて、ディスカッション、発表、意見交換会
など様々なプログラムに取り組みました。この交流集会でのメインともいえるプ
ログラムでした。

3月6日（日）の3日目は、午前に「閉会行事」として、2日目に行われた分科会のまとめの
発表会を見て、クロージングシンポジウム「わたしは卒業ののち何ができる？～ボラン
ティアから描く人生デザイン～」をテーマに社会人のシンポジウムを鑑賞しました。ボ
ランティアをきっかけに将来の夢へとつなげたシンポジストが「ボランティアを通して
どのように人生が変わるのか」などこれからの自分に必要なものを見つけるためのア
ドバイスなどを聞かせていただき交流集会が終了しました。
この交流会に参加して、今まで目の前の活動や行事を中心に取り組んでいた４委員
会でしたが、改めて「ボランティアは、なぜ行うのか」、「地域に根付いたボランティア
を行う意味とは何か」、「学生である自分たちが今できることは何か」など、いろいろな
分野から課題を得たり、学びを得たりできた3日間でした。解決策は、今すぐ見つけら
れるものではないが、それを見つけるための材料となり、また活動に対しての原動力
を得れたと思います。これからの大学行事などに向けて、団体をまとめる代表として、
この経験を少しでも活用できるように日々の活動に取り組んでいこうともいます。

Day1

Day2

Day3
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3/20日

2016年

4/6 ・7水 木

2016年

「グリーンフェスタ 2016 in泉ヶ丘」は、大阪大谷大学の各委員会や団体が参加させて
いただいています。Team Y.A.O.・大学祭実行委員会・アカペラ部・バトントワリング
部・有志が「グリーンフェスタ 2016 in泉ヶ丘」に参加しました。
今回は、いつも使わせていただいている泉ヶ丘の噴水前が工事の為、ビックバンの近
くで開催しました。場所が駅から少し遠いため今年の「グリーンフェスタ 2016 in泉ヶ
丘」は来客数が少ないのかなと予想されていましたが、そのようなことは感じられず
通常の来客数と同じくらいのお客様が来てくださいました。
縁日や工作ブースは、毎年Team Y.A.O.が中心となって企画させていただいている
ので、今年も縁日をTeam Y.A.O.を中心に企画させていただきました。縁日は「射
的」「ピンボール」「玉入れ」の三つを出しました。工作は「しおり作り」「じょうろ作り」
の二つを出しました。自分たちで材料や準備を１月からおこなって、泉北ニュータウ
ン再生府市等連携協議会と打ち合わせを重ねて本番を迎えました。縁日ブースは、
全体的にどの縁日も好評ですが「射的」は毎年人気の的です。「ピンボール」は、木材
で作製し釘や木の切れ目など、子どもたちが手を傷つけないように細心の注意を
払って作製しました。
工作ブースは、「じょうろ」「しおり」の二つどちらかを選択してもらい子どもたちに楽し
んでもらいました。どの子どもたちも一生懸命に思い思いの「じょうろ」「しおり」を作っ
ていて、気づいたら長時間作製している子どももいました。そのような光景が見られ
ると、企画や準備を頑張ってよかったなと思いました。
また、ゆるキャラも私たちのブースに来てくれて、より一層にぎやかな「グリーンフェス
タ 2016 in泉ヶ丘」を開催することができたのではないかと思います！
今後、私たちTeam Y.A.O.は「ハロウィンパレード」等、多数のイベントにも参画してい
きたいと思っています。よろしくお願いします。

平成28年度新入生対象フレッシュマンキャンプ
が4月6日（水）～7日（木）にかけて4学部5学科
で行われました。
文学部日本語日本文学科は滋賀県大津市のび
わ湖大津プリンスホテル、歴史文化学科は滋賀
県長浜市の長浜ロイヤルホテル、人間社会学部
は大阪市此花区の舞洲アリーナ周辺とホテル・
アゴーラリージェンシー堺、教育学部は兵庫県
淡路島の南淡路ロイヤルホテル、薬学部は神戸
市六甲アイランドの神戸ベイシェラトンホテル
＆タワーズにて開催し、新入生が大学生活を迎
えるにあたり一日も早く馴染んでもらえるのと
学部学科の特色を理解し、学生と教員の親睦を
はかれる主旨で行っています。

私たち青パトドーナッツは、大学近くにある錦郡小学校の下校時間に子どもたちの見
守り活動を行っています。総勢27名で、地域の方 と々ともに子どもたちの安全を守って
います。また、平成28年2月17日には大阪府防犯協会連合会様と大阪府警察本部様に
主催していただいた「大阪学生安全・安心ボランティア交流会」に参加させていただ
きました。この交流会では、現在の子ども・青少年を取り巻く危険と対策として、警察、
自治体担当者などによるパネルディスカッションを行っていただきました。その後、学
生ボランティア団体による意見交換等を行い、相互のきずなを深め、ボランティア活
動の活性化をはかりました。他大学の皆さんの意見を聞くことができ、とても勉強に
なりました。今後も見守りの活動だけではなく、ひったくりや痴漢の防犯活動にも力を
入れ、安全で安心な街づくりに貢献できるよう頑張っていきます。警察官や公務員を
目指している方、子どもと関わるのが好きな方は活動にぜひ参加してみてください。

平成28年4月2日（土）12時30分からカトレアホールにて、新入寮生14名、在寮生17名
計31名および新入生のご父兄が出席され、和光寮入寮式が挙行されました。
尾山学長より入寮に対してのお話しがあり、新入寮生を代表して教育学部道下この
みさんが宣誓を行い、学寮主事の桜井先生から入寮に関しての諸注意や歓迎の言葉
が述べられ、入寮式後全員で写真撮影が行われました。

平成28年4月5日（火）第1体育館において、新入生歓迎会が行われました。
今年度の新入生歓迎会は文化会、体育会、大学祭実行委員会、TeamY.A.O.
の4団体の代表者で新入生歓迎実行委員会を結成し、そこから舞台班・企画
班・冊子班に分かれて推し進めていきました。
舞台班は主に5日に行われた新入生歓迎会の舞台発表やレクリエーション、
抽選会などを進めてくれました。企画班はビラやポスターだけでなく、昨年
にはなかったパネルやブースの設置に携わりました。入学式の時にはビラ
と一緒に新入生たちの横に置いてあったものがパネルです。冊子班は、
「Congratulation」という部活動紹介情報冊子を作成しました。冊子に関して
は、表紙からすべて学生たちだけで作りました。部活紹介文を期限までに出
さない団体がいたり、それぞれが部活やバイトで忙しくなかなか集まれな
かったり、と上手くいくことばかりではありません。
また、4月8日の1回生の健康診断の日には各活動団体のブースを設置し、新
入生が上回生から直接話が聞ける場を設けました。このサークルではどん
な活動をしているのだろう、興味あるけど、一人で部活場所まで行くのはな
んだか…でも興味があるけど…という人にとってはこの機会に直接さまざ
まなことが聞けてよかったのではないかと思います。
文化会、体育会、大学祭実行委員会、TeamY.A.O.の4団体が中心となってい
るイベントもたくさんあります。今年は50周年ということもあって今まで以上
に大学を盛り上げていけたらいいなと思っています。

4/5火

2016年新入生歓迎会 4/2土

2016年

入寮式

青パト ドーナッツ

グリーンフェスタ2016 in泉ヶ丘

子どもたちの安全を守ろう!

憧れだった大学での寮生活
夢のキャンパスライフがスタート!

ようこそ！大阪大谷大学へ！！

今年もチームY.A.O.が大活躍！
新入生フレッシュマンキャンプ
新しい出会いや友情が芽生える有意義な時間!

薬学部 人間社会学部

文学部・日本語日本文学科

文学部・歴史文化学科

教育学部

※
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Information インフォメーション

こんにちは。僕たち硬式野球部は現在、選手71名（4回生5名、3回生16名、2回生26
名、1回生24名）、学生コーチ1名、マネージャー5名の計77名で活動しています。
練習はスポーツ健康学科伊藤知之先生指導の下、大阪経済法科大学富田林
グランドをお借りして、平日は朝7時半から9時まで、土日は9時から15時まで
全体練習を行い15時からは17時まで自主練習を行っています。硬式野球部
は近畿学生野球連盟に所属し、現在2部で1部昇格を目指して日々練習を行っ
ています。
昨年度の春リーグでは5勝3敗2分で3位、秋リーグでは4勝5敗1分で4位とい
う結果でした。決して満足できる結果ではありませんでしたが、秋リーグでは
本学から2名がベストナインに選出される（捕手部門 スポーツ健康学科3回
生 名越直希、外野手部門 スポーツ健康学科3回生 橋本大志）等、日々練習し
てきた成果が出せたリーグでもありました。
今回、エースと４番バッターを紹介します。エースは背番号「19」を背負ったス
ポーツ健康学科2回生の藤澤壮太（写真右）です。1回生春からリーグ戦のマウ
ンドに登り、1回生の秋にはMAX141km/hを叩き出し硬式野球部のエースへと
のぼりつめました。秋リーグでは、2部最多勝の4勝をマークしベストナインまで
あと1歩のところで届きませんでした。この悔しさをバネに現在行われている春
リーグで奮闘中です。
そして、4番は背番号「49」を背負ったスポーツ健康学科2回生の西村大翼（写真
左）です。練習から人並み外れたパワーでホームランを量産します。昨秋から頭
角をあらわし、新人戦では特大ホームランを打つ等大活躍。春のオープン戦で
も結果を出しチームの4番として責任感を持って練習をしています。今季の春
リーグでどれだけ4番バッターらしいバッティングができるか期待です。
この冬は、硬式野球部の目標である「1部昇格」を果たすため、課題であるバッ
ティングを中心に重ね1人1人が競争心を持って取り組んできました。春リー
グでは、その成果を発揮し1部に上がれるようにチーム一丸となって戦い抜け
るよう頑張りますので応援宜しくお願い致します。

西村 大翼さん・藤澤 壮太さん

クラブ活動で活躍する
★輝く学生をご紹介!
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硬式野球部

昨年のリーグ戦が終わり、チームの新キャプテンをさせていただ
くことになりました。1年前を思うとまさか自分がこんな立場に
なっているとは考えもしていなかったので、驚きはありましたが
選んでいただいたからには自分なりに精一杯キャプテンの役割
を全うしようと思いました。自分はそれまで公式戦に出たことは
なく、試合に出てチームを引っ張っていくというタイプではない
と自覚しているので、どこでチームの先頭に立てばいいのかとい
う不安はあります。でも、先輩後輩を含め、選手間の関係は非常
に良いので周りのみんなに支えてもらいながら、まだまだ未熟
ですが、さらにいいチームになるようにリードしていきたいと
思っています。
昨年は2部でのシーズンにおいてサッカー部史上初めての残留
を果たしました。今年はチームの目標として2部A昇格ということ
を決めてスタートしました。2部Bでの闘いも決して簡単なもので
はないことは理解しているので、まずは1試合1試合を全力で臨
み、勝ち点を少しでも多く取れるように努力していきたいと思い
ます。
歴代の先輩方が残してくれたものをさらに上積みしなければい
けない、チームのレベルを落としてはいけない、といった不安や
プレッシャーはありますが、1日1日の練習、時間を無駄にせず、
普段から支えてくださっている周りの方々に少しでも恩返しがで
きるように良い結果を収め、将来の大阪大谷大サッカー部の発
展に繋がるような1年にできるようにキャプテンとして、全身全霊
をもって頑張りたいと思います。

福濱 紀希さんNo.02 サッカー部

花まつり開催

バイク交通安全講習会
バイク・自転車
通学許可学生は
必ず受講ください

花まつりは、本学において報恩講とともに重要な宗教行事で
す。今年は左藤一義理事長を講師としてお招きし、「お念仏に
ついて」をお話しいただけます。花まつりには、花御堂（はなみ
どう）に御安置した誕生仏に甘茶をそそいでお釈迦様を祝い
ます。お釈迦様ご誕生のとき、天から甘露の雨が降りそそいだ
という言い伝えによるもので、全学部1回生（2回生以上は自由
参加）および教職員が参加し、各学部より代表学生が灌仏（仏
像に甘茶をかける行為）を行います。当日は、1号館玄関ロ
ビーに花御堂を設置してありますので、各自自由に灌仏してか
ら甘茶をいただいてください。

今年のテーマは、「防犯と防災」です。
今回の体育会総会は、昨年度までの各クラブ・サークルによる
１年間の活動内容や、試合結果の報告をするという形式か
ら、一部スタイルを刷新して実施することにしました。内容とし
ては、富田林警察署の方、富田林市危機管理室の方をお招き
し、警察署の方からは、痴漢にあわないためにどうすればよい
か、また、万が一遭遇したときにどのように対処するべきなの
かをお話しいただきます。続いて、危機管理室の方から、先日
熊本で発生した大きな地震に対して、他人ごとではなく自分の
こととしてとらえる必要があり、いざ自然災害が起きた時に、ど
うすればよいのかなど、「自分を守るためにはどのような行動

をとるべきなのか」について講話をしていただきます。
今回の体育会総会実施にあたって、体育会が中心となって
企画をしてきました。その中で、様々な方 と々関わりを持つこ
とができ、私たち体育会の理念でもある、学生と大学、そして
地域を繋げていき、大学の活性化を目指すことの第一歩に
つながっているように感じます。何より、このような経験は私
たち学生にとって非常に良い経験です。今後も様々な活動を
企画していくとともに、私たち体育会だけでなく、文化会・
Team Y.A.O.・大学祭実行委員会等、他団体とも手を取り合っ
ていきたいと思います。今後も、富田林市危機管理室・富田
林市社会福祉協議会の防災講演を予定しています。

平成28年6月11日（土）午前10時30分から2-201（カトレア
ホール）にてバイク・交通安全講習会を開催します。1回生の
バイク・自転車通学許可者および上回生の新規バイク・自転
車通学許可者を対象で、交通安全講習会を受講したことが
ない学生も参加。交通安全講習会を受講しない学生は、バ
イク・自転車通学の許可を取り消します。

▪富田林警察署から防犯について
▪富田林市危機管理室から防災に関する出前講座
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平成28年5月18日（水）14：40～［講堂にて］
［日時］

平成28年6月11日（土）
10：30～［2-201（カトレアホール）にて］

［日時］

平成28年度体育会総会

平成28年5月12日（木）［日時］ 18：00～［6-201（L）教室にて］



就職資料室リニューアル!
「キャリアサポートルーム」開室！
平成28年度、就職資料室をリニューアルし、キャリアサポートルームとし
て装いもあらたに開室しました。職員も新規メンバーとしてキャリアカウ
ンセラーを迎え、みなさんの就職活動を応援します。では、新メンバーを
ご紹介します。

4月1日より、キャリアカウンセラーとして着任致しました松岡（写真上）と
申します。学生の皆様の就職活動をお手伝いさせて頂きますので、今後
ともよろしくお願い致します。
皆様方の中には、就職ナビサイトへの登録、企業研究や訪問を始められ
ていると思いますが、希望職種や業界は決まりましたか？色々と不安や
疑問がわいてきたのではないでしょうか。皆様方がお持ちの不安を共有
し、一緒に考え、答えを導きだしていきたいと思います。

はじめまして、西岡（写真下）と申します。
就職は人生の中で大変重要な選択の一つであり、そこには不安や悩み
が多々生じることと思います。迷ったり悩んだり、自分としっかりと向き合
うことは、これからの人生にとってとても大切なことです。分からないこ
と、困ったことがあれば、どんなことでも相談に来てください。一人で悩ま
ずに気軽に訪ねてくださいね。あなた自身の納得のいくゴールを目指し
て一緒に頑張りましょう。

定期健康診断が終わりました。結果は必ず目を通しましょう、自分の健康状態を知ることは大事なことです。抗体検査の結
果も記載されているので無くさないようにしてください。結果について、わからないことがあれば保健室までおいでくだ
さい。答えられる範囲で説明します。
6月には、体育系クラブを対象に心臓検診があります。体育系クラブの方は全員受検対象です、男女で受検日が違いますの
で注意をしてください。
保健室では、随時熱中症や感染症等健康に関する注意事項を掲示していますので参考にしてください

http://www.osaka-ohtani.ac.jp/employ/placement/
大阪大谷大学就職課ホームページ▲ ▲

就職課からのお知らせ◇◇◇ ◇◇◇

日本学生支援機構奨学金について
平成28年度から日本学生支援機構奨学金の貸与を
新たに受けるみなさんは、貸与が開始された後に、
「返還誓約書」を作成し、関連書類を期限までに機構
に提出しなければなりません。よって、「返還誓約書
作成に関する説明会」を開催いたしますので、必ず
参加してください。日程の詳細については奨学金
の掲示板を見て確認してください。

保 健 室 か ら の お 知 ら せ

どんな本があるかな？と思ったら、
図書館ホームページ→「電子書籍」→URLをクリックしてください。
タイトルの下に「閲覧」とあれば、そこをクリック。
あとは本を読むように、ページをめくることができます。
見終わったら、画面右上の「閲覧終了」をクリックしてください。
「閲覧待ち」のときは、他の人がこの本を読んでいます。しばらく待っ
てから再度アクセスしてください。
なお、閲覧して10分以上何も操作しないと、閲覧終了と判断されます。
また蔵書検索（OPAC）していたら、読みたい本の配架場所が「電子
書籍」になっていた！そんな時もあわてず「URL（または「参照URL」）」
をクリック。本の表紙にたどり着くので、ページをめくってください。

もし、自宅など大学の外で
この電子書籍を読みたかったら？
「電子書籍」→「リモートアクセスのご案内」の説明にそって手続きして
ください。
図書館が閉館していても閲覧ができる「電子書籍」を、是非ご覧く
ださい。

［高校予約採用者］
●５月１６日に第１回目の振込みがあった人…６月初旬
●６月１０日に第１回目の振込みがあった人…６月下旬

［新規（定期）採用者］
●７月１１日に第１回目の振込みがあった人…７月下旬

返還誓約書作成に関する説明会の主な開催時期

博物館 TEL.0721-24-1039

大阪大谷大学創立50周年記念特別展

平成28年4月2日（土）～7月1日（金）

5月7日（土）14：00～

図書館に電子書籍が入りました!

展示期間

午前10時～午後4時開館時間

日曜日および祝日
※ただし、4月29日（金・祝）は開館します。

「鉄道コレクターの生涯ー山本不二男とその周辺ー」
申し込み不要

富山大学 人文学部 教授 中井 精一氏

休館日

博物館
講座

お問合せ

図書館耳より情報
みなさんの来館をお待ちしています♪

先生のお宝拝見
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Club Report
体育会

文化会

私たちバトントワリング部は毎週月曜日、木曜日の放課後、土曜日の午
前中に練習をしています。3人という少ない人数ではありますが、一人
ひとりが目標、向上心を持ちながら学業などと両立して楽しく活動して
います。地域のイベント出演や大学行事を中心に、バトン演技を見にき
て下さる全ての方々に楽しんで頂けるよう、まずは自分たちが楽しみな
がら踊る事を心掛けています。昨年度は堺市のビッグバンで行われた
ハロウィンパレードやグリーンフェスタ、志学祭でのステージ発表、今年
度に入ってからは入学式で演技披露させて頂きました。皆様にバトン
演技を見て頂ける機会も多くなり、毎年少しずつではありますが部活と
しての成長を感じることが多くなりました。こうして私たちが活動できる
のも、周りにいる方々のサポートのお陰なので、今後も感謝の気持ちを
忘れず笑顔の演技ができるよう日々頑張ります。
そしてバトンに興味のある方、踊る事が好きな方、私たちと一緒に活動
しませんか？初心者の部員もいてるので初心者の方も大歓迎です。是
非1度見学にいらしてください。

バトントワリング部
バトントワリングの魅力を
少しでも多くの人に伝えたい!

吹奏楽部は平成28年4月1日時点で4回生4名、3回生4名、2回生3名の計
11名で月曜・金曜は18時～20時、水曜は16時20分～20時に2号館（音
楽館）1階のアンサンブルＡ教室または2階のカトレアホールで活動し
ています。
主な活動として学内では、入学式や卒業式での国歌・学歌等の演奏、ラ
ンチコンサート、オープンキャンパス、志学祭での演奏をしています。学
外では、定期演奏会、幼稚園や支援学校からの依頼演奏と多くの機会
をいただき充実した活動を送っています。
また、今年の吹奏楽部の目標は「学内だけでなく、学外での活動にもっ
と取り組み、自分たちの音楽の幅を広げる」ということで昨年度の泉ヶ
丘ハロウィンパレードに鼓笛隊としてJAZZ研究会と参加、今年度の富
田林警察からの依頼によるエコール・ロゼでの演奏、2年連続となるハ
ルカス大学祭への参加など、目標に向かって少しずつ学外活動に励ん
でいます。　
演奏する曲は「宝島」などの吹奏楽曲にとどまらず、「妖怪体操第一」、
「あったかいんだからぁ」、SMAPの「Joy!!」と聴く人に喜んでもらえ、私た
ち演奏者も楽しめるような、流行を取り入れた曲も演奏しています。
これからも聴く人に笑顔を届けられるように、部員一同笑顔で頑張って
いきたいと思います。

吹奏楽部
聴く人全てを笑顔にする
心に響く音楽を奏でていきたい！

ラクロス部は4回生5人、3回生2人、2回生8人の計15人で明るく楽しく活動
しています。平日は基本、月曜、金曜(7時30分～8時50分頃まで)、水曜日(16
時30分～19時30分頃まで)、土日祝日（9時～13時まで）第2体育館側のグラ
ンドで活動しています。
現在、関西学生ラクロス2部リーグに所属しており、昨年度の結果は惜しく
も2部残留という結果に終わってしまいましたが、今年こそ1部昇格をする
ことを目標に、日々練習に励んでいます。
チームカラーとしては、上下関係は保ちつつ、とても仲が良いチームで、人
数は少ないですが、少ないからこそ、縦の繋がりや横の繋がりが強いという
ことが他のチームに負けない私達の強みです。今年度はそれをさらに、全
員で強くしていく為に“一人が違う一人のために動けるチーム”という意味
のスローガン「＋ONE」をたてました。このスローガンのもと、さらに新入生
の力も＋ONEとし、また新しい、そして最高なチームにしていきたいと考え
ています。今これを読んでいるそこのあなた！私たちの＋ONEの力になって
くれませんか？お待ちしています。

ラクロス部
一人ひとりがチームの為に全力プレー
目指すは1部リーグ昇格!

ボランティアサークルAnnには現在約70名の部員が在籍しています。活動
内容としては主に障がいのある方と関わるボランティアを行っており、対象
は幼稚園児や小学生、成人の方などで、幅広くたくさんの人と関わることが
できます。活動内容も様々で、遠足やお菓子作り、音楽療法やイベントなど
のお手伝い、宿泊合宿などがあります。また、学生が活動内容を一から企
画・運営することや、他大学や企業の方々と共に活動させていただくことも
あり、たくさんの活動に参加することで、子どもとの接し方や障がいのある
子どもとの関わりの楽しさ、難しさ、企画することの大変さなどを学んでいま
す。そしてなにより、人との出会いを大切に、たくさんの人とコミュニケー
ションをとることで、新たな刺激をもらい、勉強させていただいています。ま
た、ボランティア活動だけではなく、毎年志学祭で模擬店と手話歌を発表し
ています。手話未経験者がほとんどですが、部員一丸となり支え合い教え合
いながら、苦労や努力を積み重ねてできあがった手話歌はとても楽しく、文
字どおり「ことばでは表すこと」ができないような達成感や充実感を味わうこ
とができ、自然と笑顔になりますよ。

ボランティアサークルAnn
私達にしかできない、私達だからできる
ボランティア活動があります。

クラブ活動報告
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